
              
 
               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

芝生目土 

芝生のお手入れをしませんか…。  
撒くだけで、芝生の分けつや発根を促進します。 

グリーンや傷みのひどい部分、造成時の基礎土、新植時の

目地に…。芝生が早く生え揃います。 

 
【特徴】 

公園・スポーツ場・ゴルフ場のグリーン・一般家庭での芝生の手入れに 

このまま使える手軽さが好評です。 

酸素を十分に含んだ土壌に即効性肥料を加え、芝生に適した酸性度に調整 

しました。（ｐＨ6.0 前後） 

 

【効果】 

・水はけ、水含みがよく、根の付近の酸素供給が活発になる。 

・芝根草の体液とほぼ同じ酸性度で養分の吸収がよくなる。 

・雑草の種子が混ざっていない。（川砂には種子の混入がある） 

・肥効がよく、鉄・珪酸などの微量要素の吸収がよい。 

・粘土質をほどよく加えてあることで、有機質が吸収され、葉面積が増大する

ため、炭酸同化作用が活発化し、でんぷんの蓄積が多くなる。 

・芝草の体内細胞が珪質化されて病害虫に強くなる。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【施用法】 

  芝生目土グリーンドレッサーをそのまま撒きます。 

  ベント芝には３ｍｍ厚、高麗芝には７ｍｍ厚に散布してすりこみます。 

  傷んだ部分や新植時の目地に施用すると、早く生え揃います。 

【施用量】  

ベント芝……１坪（３．３㎡）に１／２袋 

高麗芝…… １坪（３．３㎡）に１～１．５袋 

 

 

 

 
         芝刈りが肝心…！  

伸びた芝を一度に低く刈ると茎だけにな

り、芝草は生きられません。半分だけを 

刈り、徐々に目的の刈高にします。 

 

 
ある程度の雑草は、芝生をこまめに刈り 

込むことで気にならなくなります。 

穴あけ、根切りブラッシングをして枯葉を 

取り除き、酸素の供給をよくします。 

 
           根に肥料と酸素を…！ 

目土入れは、土壌改良、芝地の凹凸を 

なくし、発根や新芽を促す効果があり 

ます。春、秋２回が理想的です。 

 

「芝刈り」と「目土入れ」 芝生のお手入れ 

芝刈り 

雑草・枯葉取り 

目土入れ 

★芝生を緑のジュータンに…!! 

 

春は、芝生の活性化に。 

夏から秋は、傷んだ芝生の回復に…。 


